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論 文 の 要 旨 
 本論文は、日中戦争後、国共内戦から社会主義体制へ移行する直前まで、中国の東北における中国共産党(以
下、中共と略称する)による民衆統合、およびその過程における中共と都市基層社会の民衆との相互関係を解
明するものである。具体的な時期区分として、国共内戦の戦時態勢期(1945 年 8 月から 1948 年 11 月)、経済
回復を目標とした平時態勢期(1948 年 11 月から 1950 年 6 月)、朝鮮戦争に際して抗米援朝運動を展開した再
度の戦時態勢期(1950 年 6 月から 1951 年 12 月)の三つを設定し、各時期の相違および継承性を重視し、中共
と民衆の関係の変遷について、中共が大衆運動や宣伝工作を通じて民衆を統合する過程で発生した問題や矛盾、
民衆による抵抗と服従の実態、およびそれらの歴史的文脈における意味を考察する。 
 本論文の研究史における位置づけは以下のようである。旧来の中共による革命の歴史に関する学説は、中共
の有した全体主義的政治体制の強さ、毛沢東の功績、農民をはじめとする中国民衆の持つナショナリズムなど
を革命成功の要因として強調してきた。しかし、近年において、脱革命史観の動向が顕著となり、民衆が中共
の革命を主体的に支持し参与したという能動性を自明のものとせず、中共と民衆の間に存在した現実的で複雑
な状況を重視するようになっている。本論文の研究内容もこの新しい動向に属する。著者によれば、特に本論
文は、従来の研究と異なり、華北華南ではなく東北地域の、農民ではなく都市基層社会の民衆を注視し、新た
に革命の地域的な多元性を提示するという。また、他地域では 1949 年の解放を基準に時期区分し、その直後
においても戦時態勢が継続される事例があるが、東北では他に先んじて 1948 年に解放して後、闘争的要素の
少ない平時態勢期があきらかに見られたことが特徴的であり、この事態を歴史的に理解する重要性を提起して
いる。これはまた著者による革命の時期区分の多元性の主張につながる。本論文は、新聞、档案、中共の編纂
史料および内部資料などの文献のみならず、1950 年頃の事象に関わる民衆の記憶を知るため、聞き取り調査
による口述史料を援用する。 
本論文は、序章と終章のほか、5 章から構成される。 
 序章では、問題の所在、研究方針、先行研究、本論文の視座、史料、論文構成について述べる。 
第一章｢東北地域の歴史(1945 年まで)｣では、明清時代以降、近代化と植民地化がすすむ過程において、東
北で形成された政治的、経済的、社会的な特徴を検討し、歴史的な前提条件としての地域性や民衆の在り方が
1945 年以降の中共革命の展開にどのような影響を与えたかを考察する。華南と比べて、東北では在地におけ
る伝統的な社会的結合が弱く、満洲国の時期を経て公権力の浸透度が強められたという政治的特徴があり、ま
た農村が都市に依存する経済体制が成立しており、その結果、民間の馬賊、秘密結社、同郷同業組合などはし
だいに解体されたが、その一方で民衆による政治参加の経験は形成されなかったという。また宗族結合も弱く、
民衆の地域社会への帰属意識は希薄であり、公権力に比較的従順ではあるが、流動的分散的な自由な個人意識
を持つ民衆が見られ、彼らは統治にとって不安定要素となったと論じる。 
第二章｢国共内戦期、中共による戦時態勢の構築と東北社会(1948 年まで)｣では、日中戦争後の 1945 年 8 月
から、東北全土が中共の支配下に収められた 1948 年 11 月までの、東北における軍事的政治的な情勢の変遷
について、『東北日報』、『中共西満分局史料彙編（内部資料）』などを利用して述べ、当該時期の中共と民衆の
関係について考察する。｢反奸清算｣運動では利益を民衆に配分できなかったこと、中共が一度は編入した武装
勢力が反逆したこと、剿匪活動で成立させた武装勢力を中共が十分に統制できなかったことなどを指摘する。
1947 年夏以降の中共の軍事的ヘゲモニーの確立は、国際情勢や国民党の失敗から、中共が戦局で優勢に立つ
ことにより、外来の多くの国民党軍捕虜を編入できたことが原因であり、民衆は戦局に積極的にはかかわらな
かったため、この時期に中共と民衆の間に密接な関係を築くことができなかったと論じる。 
第三章｢平時態勢期、中共による民衆統合(1948～1950 年)｣では、東北全土が中共に占領された 1948 年 11
月から、朝鮮戦争が勃発した 1950年 6 月までの平時態勢期における中共の都市大衆工作、民衆統合を検討し、
当該時期の中共と民衆の関係を分析する。瀋陽市と営口市の状況を理解するため、『東北日報』、『城市的接管
与社会改造－瀋陽巻』、『営口市公安史長編（内部資料）』を利用し、基層政権の再編、戸籍調査、反動党団特
登記、反動会道門取り締まりなどの政策に注目し、中共の政策の特徴と民衆の対応を述べる。基層政権の再編
は徹底しておらず、反党勢力の粛清は公安部が先行して秘密裏に行なった後で民衆に宣伝し、民衆を闘争に直
接に参与させない方式を採ったことを明らかにした。また生産動員としての労働者工作では利益供与によって
積極性を出させたが、階級イデオロギーの浸透は達成しにくかったと論じる。 
第四章｢抗米援朝運動と再度の戦時態勢の構築(1950 年から)｣では、東北地域社会の特徴に注目しつつ、朝
鮮戦争への不安と恐怖のもとに置かれて再度の戦時態勢期となる 1950 年の情勢について、『東北日報』、『内
部参考』、『宣伝鼓動員手冊』、瀋陽市教育部档案、口述史料などに基づき、和平保衛署名運動、抗米援朝運動
の展開を叙述し、それらの運動に対する民衆の多様な反応を検討する。都市民衆の中には、戦争への懐疑を表
明する者、同一人物が異なる名簿に多く署名するなど過度の服従を示す者があった。さらに運動が生活や生産
に影響することを明らかに嫌悪するなどの複雑な反応が民衆の中に現われたと実証する。ここから著者は、民
衆は公権力に比較的従順であるが、自己の利害に関係することに対して強い個人意識を持っていたと解釈する。
また当該時期にいたると、鉱工業労働者たちが抗米援朝運動の先頭に立たされ、労働模範とされた人物が、以
前のように生産動員の中核ではなく、政治動員の中核となっていくという変化が認められると論じる。 
第五章｢参軍運動と婚姻法施行に見る民衆の抵抗と服従｣では、抗米援朝運動の中での参軍運動と 1950 年婚
姻法の施行を取りあげ、中共と民衆との間の矛盾をはらんだ関係について考察する。本章では、『内部参考』
などの文献史料のみならず、当該時期の状況にかかわる民衆の歴史記憶を探る目的で、著者自身の行なった聞
き取り調査で得られた口述史料を多く利用する。東北は朝鮮戦争の後方支援の重要な拠点であり、工場労働者
が多く徴兵されることはなかったが、参軍運動は行なわれた。多数が志願したと報じる新聞の宣伝と異なり、
実際には参軍運動はうまく機能しなかった。また婚姻法も必ずしも女性解放にはならず、女性の労働動員と結
びつき、かつ離婚増加などの大きな混乱を招いた。結局、この二つの運動は、それらの固有の目的達成のため
に機能せず、むしろイデオロギー浸透のための装置として政治的意味を担ったに過ぎないであろうと論じる。
口述史料により、参軍運動に際して、加熱したオンドルに耐えられない人が兵になるという不条理を示す｢参
軍とオンドル｣の物語が伝播したことや、参軍する男性が嫁をもらえる、あるいは女性が男性の参軍に強く反
対するなどの複雑な反応があったことを明らかにできるとし、これらの口述史料から、中共の働きかけに対す
る民衆の消極的な抵抗、消極的な服従の様態を解明できるという。 
終章では各章の要旨をまとめるほか、東北の都市民衆の特徴が、中共と民衆の関係に影響し、また東北の中
共革命の過程そのものを規定していくこととなったと結論する。 
 
審 査 の 要 旨 
１ 批評 
本論文は、1945 年から 1951 年までの中国の東北地域における、中共による民衆統合、および中共と民衆
の関係について解明し、都市民衆の特徴を踏まえて、民衆が中共の政策に対してさまざまな反応を示した実態
を重視することで、従来の革命史観を乗り越えようと試みる論文である。 
 本論文は、東北の中共革命の特徴は、地域の歴史的、経済的背景のみでなく、都市民衆の分散性と個人意識
の強さなど、地域民衆の在り方が影響して形成されたものであり、特に大衆運動の展開において、関内の農村
のように民衆を闘争に直接参加させる方式が採られず、独自の平時態勢の時期を経験するという過程をたどっ
たことを実証した。また、内部資料や口述史料に依拠しながら、中共が民衆に宣伝し、民衆を動員する時、民
衆側はどのような複雑な反応を示したか、すなわち中共と民衆が直接に接する次元の問題について一貫して注
視する方法を採ることで、説得力を持たせることに成功している。このような方法は、今後における中共革命
の地域的な多元性および時期区分の多元性を解明する際に応用することが可能であり、本論文はその有効性を
示したといえる。 
 ただし、本論文にも以下のような指摘すべき点が残されている。たとえば、本論文では、東北の異なる地域
や都市から事例を選択して取材しており、ある特定の都市街区あるいは鉱工業の職場単位において時系列的に
問題点を実証していくことが少ない点は惜しまれる。これと関係して、末端で宣伝や動員を担った中共の基層
幹部の意向決定の状況、および政策に対して個別の反応を示した労働者の日常の生活史などの掘り下げも課題
であろう。民衆の個人意識、民衆のエネルギーなどの分析概念の用い方も不十分なところが残されている。こ
うした問題があるとはいえ、本論文は、1945 年から 1951 年という、中国現代史においてきわめて重要な政
治変動が起こった時期の、東北における中共と民衆の関係について実証的に解明しており、学界に大きく貢献
できる論文として高く評価することができる。 
  
２ 最終試験 
 平成 29 年 1 月 10 日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合
格と判断された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(文学)の学位を受けるに十分な資格を有する
ものと認める。 
